
令和２年７月豪雨から２年

巡回パネル展
巡回パネル展 2022年 ７月４日 月 ～ ８月１ 金９日

市 町 村 会 場 開 催 期 間
山 形 県 山形県生涯学習センター遊学館 ２階ギャラリー ７月 ５日（火）～ ７月１５日（金）

大 江 町 大江町中央公民館 ７月 ４日（月）～ ７月１４日（木）
大石田町 大石田町民交流センター「虹のプラザ」 ７月 ４日（月）～ ７月１５日（金）
尾花沢市 尾花沢市民図書館 ７月 ４日（月）～ ７月１５日（金）

中 山 町 中山町立図書館「ほんわ館」１階ギャラリー、談話室 ７月２６日（火）～ ８月 ５日（金）

河 北 町 河北町役場 1階町民ホール ８月 ８日（月）～ ８月１９日（金）

大 蔵 村 大蔵村中央公民館 １階ロビー ７月２５日（月）～ ８月 ５日（金）

新 庄 市 最上広域交流センター ゆめりあ
７月２５日（月）～ ８月 ５日（金）

東 根 市 イオン東根店 1階サイゼリア前テナント区画 ８月 ８日（月）～ ８月１９日（金）

村 山 市 村山市役所 市民ホール
７月２５日（月）～ ８月 ５日（金）

戸 沢 村 戸沢村役場 ８月 ８日（月）～ ８月１９日（金）
舟 形 町 舟形町役場 庁舎玄関ホール ８月 ８日（月）～ ８月１９日（金）

主催：最上川流域治水協議会
山形市、米沢市、鶴岡市、酒田市、新庄市、寒河江市、上山市、村山市、長井市、天童市、東根市、尾花沢市、南陽市、山辺町、中山町、河北町、西川町、朝日町、大江町、大石田町、
金山町、最上町、舟形町、真室川町、大蔵村、鮭川村、戸沢村、高畠町、川西町、小国町、白鷹町、飯豊町、三川町、庄内町、遊佐町、最上広域市町村圏事務組合、農林水産省、
東北森林管理局、森林整備センター、山形地方気象台、最上川中流土地改良区、上山市土地改良区、東北電力株式会社、山形県、国土交通省

山 形 県 村山総合支庁 ７月１２日（火）～ ７月２９日（金）
山 形 県 村山総合支庁 西村山地域振興局 ７月 ４日（月）～ ７月２９日（金）
山 形 県 村山総合支庁 北村山地域振興局 ７月 ４日（月）～ ７月２９日（金）
山 形 県 ７月 ４日（月）～ ７月１５日（金）
山 形 県

置賜総合支庁
７月 ４日（月）～ ７月２９日（金）置賜総合支庁 西置賜地域振興局

水シンポジウム 山形テルサ １階・２階テルサホール脇ホワイエ ７月２１日（木）

地域を “みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～
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最上川流域に
大きな被害を
もたらした 令和2年7月豪雨から２年

県内各地で記録的な大雨を記録
前 線 及 び 低 気 圧 の 影 響 に よ り 7 月 2 7 日 か ら ､ 山 形 県 と 秋 田 県 を 中 心 に 非 常 に 激 し い 降 雨 と な り ､ 累 加 雨 量 は 多 い と こ ろ
で 3 0 0 m m を 超 過 し ま し た ｡ 山 形 県 の 湯 殿 山 雨 量 観 測 所 ( 国 交 省 所 管 ) で は ､ 累 加 雨 量 28 0m m を 観 測 す る な ど ､ 例 年 7 月 の
降 雨 量 が 2 日 間 で 降 り 既 往 最 大 を 記 録 し ま し た ｡

※ 天気図、衛星画像は気象庁資料より※2 累加レーダー雨量図は統一河川情報システムより

前
線
停
滞

累加雨量レーダー 天気図(7月27日3時頃)

天気図(7月28日12時頃)湯殿山（国交省）

（赤川水系梵字川＿山形県鶴岡市）
あかがわ ぼ ん じ が わ つるおかし

：280 mm
※

※例年7月の降雨量（270mm）の1.1倍の雨が2日間で降った
既往最大を更新

ゆ ど の さ ん

志津（国交省）

（最上川水系寒河江川＿山形県西村山郡西川町）
も が み が わ さ が え が わ にしむらやまぐん

：288 mm

※例年7月の降雨量（261mm）の1.1倍の雨が2日間で降った

づ

にしかわまち

日暮沢（国交省）

（最上川水系寒河江川＿山形県西村山郡西川町）
も が み が わ さ が え が わ にしむらやまぐん

：302 mm

※例年7月の降雨量（377mm）の約8割の雨が2日間で降った

ひ ぐ れ さ わ

にしかわまち

7月27日9時から29日9時までの48時間の累計衛星画像（７月２８日１２時頃）

※2

し ※

※

主要な４つの水位観測所で計画高水位を超過し既往最高水位を更新
最 上 川 の 主 要 な ４ つ の 水 位 観 測 所 で 計 画 高 水 位 を 超 過 し 既 往 最 高 水 位 を 更 新 ｡
ま た ､ 長 崎 ( 山 形 県 寒 河 江 市 ･ 中 山 町 ) か ら 堀 内 ( 山 形 県 舟 形 町 ) ま で の 区 間 に お い て 計 画 高 水 位 を 超 過 し ､ 堤 防 が 決 壊 し
て も お か し く な い 大 変 危 険 な 状 況 と な り ま し た ｡

※最高水位は正時の水位による比較となっている。 ※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがあります。

最上川流域治水協議会 地域を“みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～
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山形県内

令
和
２
年
７
月
豪
雨

中山町長崎 石子沢川 溢水

山辺町山辺 小鶴沢川 溢水

山形市長谷堂 本沢川 護岸破損 山形市門伝 富神川 護岸破損

白鷹町滝野 荒砥川 護岸破損 上山市下生居 生居川 護岸破損 舟形町堀内 松橋川 護岸破損

大江町左沢 市の沢川 溢水 農地冠水・家屋浸水

山形市椹沢 王川内水被害状況

避難指示 避難対象世帯 32,833世帯
避難対象人数 94,120人

全壊 1戸
大規模半壊 7戸

避難勧告 避難対象世帯 54,221世帯
避難対象人数 157,996人

最上川流域治水協議会最上川流域治水協議会 地域を“みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～

出典：山形県防災くらし安心部
令和2年7月豪雨に係る被害状況について

（令和3年7月26日発表）

令和2年7月豪雨による被災状況 山形県内

床上浸水 150戸
床下浸水 549戸

半壊 55戸
一部損壊 15戸





最上川流域治水協議会 地域を“みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～

を担う｢流域治水｣ ３ 本 柱の

協議会では､｢令和2年7月豪雨｣を踏まえた流域治水の取組を宣言にまとめました｡

この対策は長期にわたるため､短期／中期
／中長期にわけて対策･工程をまとめ､目
標達成に向けた道筋を関係者･流域関係者
が共有できるようにしています｡



最上川流域治水協議会 地域を“みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～

～最上川水系の地域・地形特性を踏まえた対策の方向性～
◆地形特性を踏まえた浸水被害軽減対策
〇最上川は､狭窄部と盆地を交互に繰り返す地形が

特徴｡
⇒狭窄部上流の沿川市街地では､狭窄部の影響によ

り､度々甚大な洪水被害が発生｡この地形特性に起
因した水害リスクを踏まえ､浸水被害を軽減する対
策を図る｡

◆生業を守りながら､農耕地や農業 施設を活用
した流出抑制対策

〇ブランド米つや姫の生産を始めとする米どころであ
るとともに､全国生産量１位であるさくらんぼ､ラフ
ランスなどの農作物の栽培が盛んな地域｡

⇒耕作地や農業施設を活用し､雨水の流出抑制対策を
図る､また､農機具等の一時避難場所の整備等により､
生業を守る｡

◆雪対策の多機能化(流出抑制､氾濫軽
減)による減災対策

〇我が国有数の豪雪地帯であり､除雪作業､道路
交通の阻害などにより生活への支障が毎冬発生｡
Ｒ２シーズンのような豪雪､Ｒ１シーズンのよ
うに少雪といった二極化が見られる中で､雪対
策に付加価値を模索しながらの推進が必要｡

⇒水害が頻発化･激甚化していることを踏まえ､
夏場等に水害対策にも有効な構造とするなど多
機能化を図る｡

・水害リスクを考慮した立地適正化計画の見直し
・家屋移転等への補助制度の創設
・高台等への避難場所の整備・確保

・農機具等の一時避難場所の整備
②被害対象を減少させるための対策
・雪対策における住宅の高床式補助制度の活用

による被害の軽減

・田んぼダムの取り組みの推進
・ため池等､農業用施設を活用した流出抑制

・狭窄部での分水路整備､遊水地改良等の水位低下
対策

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・雪捨て場を兼ねた雨水貯留施設の整備

流域治水取組位置図

流域治水の主な取組

※令和4年3月31日公表



下流区間の河川水位を低減させるため｢大久保遊水地(既設)の改良｣を実施

出水状況(R2.7月29日撮影)

大久保第一遊水地

最
上
川

最
上
川

整備箇所

村山市 大久保遊水地
むらやまし

※遊水地改良の構造等は、今後の詳細検討により決定します。
既設越流堤

最上川 越流堤嵩上げ 遊水地

▽Ｒ２．７洪水水位

越流堤を嵩上げすることにより、洪水のピーク時に
貯留できる容量を増加させ、下流の水位を低減。

河川からの氾濫を防止する「堤防整備」を実施

最上川

▽Ｒ２．７洪水水位

堤防整備

堤防整備イメージ 百目木地区
ど め き

堤防整備

※堤防の法線・断面等は、今後の詳細検討により決定します。

令和2年7月 浸水範囲
整備箇所

【遊水地改良イメージ】

大久保第二遊水地

大久保第一遊水地

碁点橋

大旦川

河北町

国道347号

大久保
第二

遊水地

古
佐
川

河北町 押切地区
かほくちょう おしきり

堤防整備

河北町 溝延地区
かほくちょう みぞのべ

河北町

天童市

大江町 百目木地区
おおえまち ど め き

最上川

大江町堤防整備

最上橋

新最上橋寒河江市

最上川流域治水協議会 地域を“みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 【河川区域での対策】



氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 【河川区域での対策】

河川からの氾濫を防止する｢堤防整備｣
河川の水位を低下させる ｢河道掘削｣を実施

最上川 既設堤防

▽Ｒ２．７洪水水位 堤防整備

堤防整備イメージ 白須賀地区
し ら す か

▽対策後の水位

河道掘削

水位低減
▽Ｒ２．７洪水水位

河道掘削イメージ

※堤防の法線・断面等は、今後の詳細検討により決定します。

最上川

令和2年7月 浸水範囲整備箇所

※堤防や分水路の法線・断面等は、今後の詳細検討により決定します。

令和2年7月 浸水範囲
整備箇所

最上川 既設堤防

堤防整備
▽Ｒ２．７洪水水位

堤防整備イメージ

河川からの氾濫を防止する｢堤防整備｣
洪水流下のネック箇所における｢分水路整備｣を実施

最
上
川

堤防整備
河道掘削

大蔵村

大蔵村

大蔵村 白須賀地区
おおくらむら し ら す か

堤防整備

大石田町

大石田町

大石田町 横山地区･大石田地区
おおいしだまち よこやま おおいしだ

東根市

大旦川

村山市

村山市

三ヶ瀬橋

堤防整備

長島橋
最上川

村山市 長島地区･大淀地区
むらやまし ながしま おおよど

最上川流域治水協議会 地域を“みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～

大久保
第一遊水地



大江町
大江町百目木地区

令
和
２
年
７
月
豪
雨
か
ら
２
年

百目木地区 救助作業

大江町長
松田 清隆

令和２年７月発生の豪雨により､家屋の浸水や土砂
崩れ､農地の冠水など､被災されました町民の方々に対
し､心よりお見舞い申し上げます｡

災害発生時には住民の皆さんから早めの避難行動を
とっていただいたことや区長さんの適切な指示､ご近
所の方々の助け合い､消防団員の迅速な活動により､人
的被害がなかったことは不幸中の幸いでありました｡
その一方で家屋や農地､道路などは甚大な被害を受け
ました｡被害状況は大江町史上最大の水害と言われる
昭和42年の羽越水害に匹敵する規模となりました｡今
後はこの度の豪雨災害を教訓にして､住民と行政､関係
者が一体となり流域全体で行う｢流域治水｣を進めて参
ります｡

流域治水の推進に向けて

大
江
町

流
域
治
水
の
取
組

～
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
を
教
訓
に
～

最上川流域治水協議会 地域を“みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～

・災害リスクを考慮した立地適正化計画の作成
及び居住誘導

・R2.7出水の課題を受けたタイムラインの改善
・流域自治体との洪水対応演習
・水害リスク空白域のＦ解消

ソフト対策

大江町

寒河江市

朝日町

月布川

凡 例
令和2年7月豪雨浸水範囲

（国管理区間）

国①

国②

県②

県①

堤防整備

国①

河道掘削

国②

月布川 堤防整備等

県①

市の沢川 堤防整備

県②

前田川（都市下水路）の
整備・検討

市①

下水道施設（処理場）の
耐水化の検討

市②

災害リスクを考慮した
立地適正化計画の作成
及び居住誘導

市③

農業用基幹水路等への
水位計設置

市④

山村強靭化林道整備事業に
よる避難通路整備検討

市⑤

洪水ハザードマップの周知

市⑥

防災重点ため池ハザード
マップの作成、周知

市⑦

災害時情報伝達手段の検討と
充実

市⑧

住民参加型による防災訓練等
の実施

市⑨

内水ハザードマップの作成、
周知

市⑩

複合的なハザードマップの
作成、周知、見直し

市⑪

防災減災事業によるため池
耐震化工事（県営事業）

市⑫

458

287
簡易型河川監視カメラ

：国 ：県

河川監視カメラ(従来整備)

：国

国 県

危機管理型水位計

：国 ：県

水位計(従来整備)

：国

国 県

：県

＜避難勧告＞
避難対象世帯 95世帯
避難対象人数 246人

床上浸水 17棟

半壊
一部損壊

3棟
3棟

床下浸水 13棟
出典：山形県防災くらし安心部
令和2年7月豪雨に係る被害状況について

（令和3年7月26日発表）



中山町
須川 合流点付近

令
和
２
年
７
月
豪
雨
か
ら
２
年

最上川流域治水協議会 地域を“みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～

令和2年7月豪雨において､最上川長崎水位観測所で
は､堤防の計画高水位を超える過去最高水位を観測し､
支川の石子沢川､新堀川を中心に100戸を超える住宅の
床上･床下浸水等大規模な内水氾濫が発生しました｡

町はこれまで災害時要援護者等への戸別受信機の配
付､要配慮者利用施設避難確保計画作成講習会､田んぼ
ダムの拡大などに取り組んできております｡

今後､さらに雨水浸透施設の推進､マイタイムライン
作成講習会､垂直緊急避難施設及び広域連携による避
難体制の確保など国･県と連携しながら､流域全体で防
災･減災対策に取り組んでまいります｡

流域治水の推進に向けて

～
郷
土
の
誇
り
を
未
来
に
つ
な
ぐ
人
が
輝
く
健
幸
の
ま
ち
な
か
や
ま
～

中
山
町

流
域
治
水
の
取
組

あおば地区 浸水状況

中山町長
佐藤 俊晴

国①

・要配慮者利用施設の避難確保計画作成の促進
・R2.7出水の課題を受けたタイムラインの改善
・流域自治体との洪水対応演習
・講習会等によるマイ・タイムライン普及促進

ソフト対策

田んぼダムの取り組み

町②

広域連携による避難体制の
強化

町③

災害リスクを考慮した立地
適正化計画の作成及び居住
誘導

町①

土のうの備蓄及び土のう作製の
機材整備

町④

防災行政無線（同報系）の戸別
受信機配備拡大

町⑤

内水ハザードマップの作成

町⑥

自主防災組織の活動支援

町⑦

大雨を想定した防災訓練実施

町⑧

須川 河道掘削

国①

石子沢川 越水箇所復旧工事

県①

石子沢川 堆積土砂撤去

国②

石子沢川 堆積土砂撤去

県②

可搬式排水ポンプの配備

県③

県①
県②

山
形
自
動
車
道

112

まるごとまちごとハザードマッ
プの実施(H19,L1対応)

町⑩

洪水ハザードマップ作成

町⑨

L1対応：H19，L2対応：H30

簡易型水位計

：国

国 県

国②

凡 例
令和2年7月豪雨浸水範囲

簡易型河川監視カメラ

：国 ：県

河川監視カメラ(従来整備)

：国

国 県

危機管理型水位計

：国 ：県

水位計(従来整備)

：国

国 県

：県

＜避難指示＞
避難対象世帯 3,718世帯
避難対象人数 11,096人
床上浸水
床下浸水

17棟
122棟

出典：山形県防災くらし安心部
令和2年7月豪雨に係る被害状況について

（令和3年7月26日発表）



河北町

令
和
２
年
７
月
豪
雨
か
ら
２
年

押切地区 被災状況

河北町押切 河北橋

最上川流域治水協議会

河北町長
森谷 俊雄

甚大な被害が発生した令和２年７月豪雨から２年が
経ちます。この間、押切・吉田、溝延両地区の築堤実
現、排水ポンプの配備、谷地工業団地の側溝改良と
いったハード事業に加え、この豪雨災害を教訓にして、
防災専門員を配置し、地域の自主防災会と連携した実
践的な訓練の実施とともに、防災行政無線電話応答機
能の導入、防災ラジオの配付、ハザードマップの作成
など災害時の情報伝達の充実などに取り組んでいます。

気象変動による水災害リスクの増大に備え、国が推
進している「流域治水」について、町民の皆様のご協
力をいただきながら、国や県、関係団体・機関、関係
者と緊密な連携をとりながら取り組んで参ります。

河
北
町

流
域
治
水
の
取
組

～
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
～

地域を“みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～

流域治水の推進に向けて

国①

国②

国③

国④

国⑤

国⑥

県①

県②

簡易型河川監視カメラ
：国 ：県

河川監視カメラ(従来整備)
：国

国 県

輪中堤整備予定

国①

河川管理用通路嵩上げ予定

国②

河道掘削

国③

堤防整備

国④

河道掘削

国⑤

遊水地改良)

国⑥

法師川 堤防整備

県①

古佐川 堤防整備

県②

・R2.7出水の課題を受けたタイムラインの改善
・流域自治体との洪水対応演習
・水害リスク空白域の解消

ソフト対策

準用河川、水路等の浚渫及び
支障木伐採

町①

農業排水施設から最上川本流
への放流手法の検討

町②

雨水幹線堆積土砂の撤去

町③

雨水幹線の点検・清掃・調査
・修繕

町④

下水道施設耐水化の検討
（MHP制御盤）調査・実施

町⑤

道路排水施設・農業用排水
施設の分水対策を検討・整備

町⑥

道路排水施設から雨水幹線へ
放流するための整備手法の
調査・整備

町⑦

降水期におけるため池の適切
な水位調整

町⑧

宅地内の雨水浸透桝の検討・
普及・推進

町⑨

雨水排水計画の検討

町⑩

多面的機能による田んぼダム
の取り組み

町⑪

農業施設整備による用排水の
分水化及び貯水機能の強化

町⑫

雪対策と連携した住宅の多機
能化（高床式住宅への助成）

町⑬

避難所までの避難経路の点検
と整備

町⑭

水害の影響が及ばない箇所に
新たな避難所を指定できるか
を検討

町⑮

民間企業との連携など自動車
による避難場所の確保対策の
検討

町⑯

防災ラジオ整備、防災行政
無線電話応答機能の導入に
よる情報伝達手段の強化

町⑰

まるごとまちごとハザード
マップの更新

町⑱

訓練を通した避難所運営の
改善

町⑲

要配慮者利用施設（浸水想定
区域内）が作成すべき避難確
保計画の作成支援

町⑳

住民参加型の実践的防災訓練
・水防訓練の実施

町㉑

出前講座による防災・減災
意識の向上

町㉒

マイ･タイムライン作成のため
の普及・啓発

町㉓

町内会版タイムラインの
作成支援

町㉔

災害時情報伝達手段の充実

町㉕

内水ハザードマップの作成

町㉖

要配慮者利用施設（浸水想定
区域内）が行う避難訓練の
実施を促進

町㉗

町内会版タイムライン、マイ
･タイムラインを活用した自主
防災組織における避難訓練の
実施を促進

町㉘

マイ･タイムラインの検証

町㉙

地域情報の収集と処理の手法
の検討

町㉚

河北町豪雨災害復旧・復興
推進本部の基本方針
（令和2年11月策定）のもと、
全庁体制で関係機関・関係
団体と連携を図り、復興前期
・後期における「防災・
減災対策の強化拡充、イン
フラ復旧の完成」に取り組む。

町㉜

地域と協働で取り組む、国・
県・関係団体への治水対策推
進活動(築堤整備・排水処理
施設等の整備・流下能力向上
対策)

町㉛

移動可能排水ポンプの配備・
充実

町㉝

移動式排水ポンプ車の配備
検討・充実

町㉞

河北町

寒河江市

東根市

天童市

最
上
川
水
管
橋

287

347

危機管理型水位計
：国

水位計(従来整備)
：国

国 県

：国

：県

凡 例
令和2年7月豪雨浸水範囲

＜避難指示＞
避難対象世帯 6,267世帯
避難対象人数 18,124人

床上浸水 33棟

大規模半壊
半壊

2棟
24棟

床下浸水 81棟
出典：山形県防災くらし安心部
令和2年7月豪雨に係る被害状況について

（令和3年7月26日発表）



東根市
東根市岡嶋地区 白水川

東根市長
土田 正剛

東根市では､令和２年７月の豪雨災害により白水川
堤防が決壊し､住宅の浸水や道路､田畑が冠水するなど
甚大な被害を受けました｡

これを教訓にして､市民の生命を守り､防災意識を高
める防災拠点施設である｢東根市西部防災センター｣の
建設や､地域の自主防災組織や小学校などとともに避
難訓練や水害に関する研修会､また､各地区防災計画の
策定に向けた取り組みをしております｡

今後､気象変動による水災害リスクの増大に備える
必要があります｡国･県などと連携し､地域住民の皆様
にご協力いただきながら､あらゆる関係者が一体とな
り流域全体で行う｢流域治水｣を進めて参ります｡

流域治水の推進に向けて

東
根
市

流
域
治
水
の
取
組

～
豊
か
な
環
境
み
ん
な
が
選
ぶ
住
み
よ
い
ま
ち
東
根
市
～

岡嶋地区の浸水被害

最上川流域治水協議会 地域を“みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～

令
和
２
年
７
月
豪
雨
か
ら
２
年

13
287

48

E13

村山野川

白水川

乱川

村山市

東根市

河北町

天童市

凡 例
令和2年7月豪雨浸水範囲

河道掘削

国①

国①

国②

堤防強化

国②

堤防強化

国③

荷口川 堤防整備

県①

県①

国④

河道掘削

国④

国③
県②

小見川 堤防整備等

県②

県③

白水川 堤防整備等

県③

雨水幹線整備

市①

内水を考慮したハザード
マップの作成

市②

マイ・タイムライン作成支援
（ワークショップ）

市③

危機管理型水位計の活用に
よる「地区ごとの避難体制」
の構築

市④

本川の背水影響が及ぶ区間に
設置した危機管理型水位計と
連動した地区ごとの
「避難計画」の策定

市⑤

複合的なハザードマップの
作成

市⑥

支川や内水も考慮した
「タイムライン」の整備
・改良

市⑦

浸水想定区域における
「町内会版タイムライン」の
策定・普及、訓練の実施

市⑧

浸水想定区域外に新たな
避難所及び水防用備蓄倉庫の
整備

市⑨

・R2.7出水の課題を受けたタイムラインの改善
・流域自治体との洪水対応演習
・水害リスク空白域の解消

ソフト対策

水防拠点の拡張･増設
（防災拠点の整備）

市⑩

簡易型河川監視カメラ

：国 ：県

河川監視カメラ(従来整備)

：国

国 県

危機管理型水位計

：国 ：県

水位計(従来整備)

：国

国 県

：県

＜避難勧告＞
避難対象世帯 2,876世帯
避難対象人数 8,833人
床上浸水
床下浸水

4棟
23棟

出典：山形県防災くらし安心部
令和2年7月豪雨に係る被害状況について

（令和3年7月26日発表）



村山市
村山市 大久保遊水地

河島地区 道路冠水

村山市長
志布隆夫

令和２年７月豪雨により住家や事業所､農地などが
浸水被害に遭い､これまで経験したことのない甚大な
被害を受けました｡

当市では新たに防災専門員を配置し､地域防災計画
の見直しや避難所の各種整備､アプリを活用した防災
情報の発信など､防災対策の強化を図ってまいりまし
た｡

近年､気候変動による大規模災害が頻発しており､市
単独の対策だけではこれからの災害に立ち向かうこと
は出来ません｡市民の皆様が安心して生活できるよう､
流域のあらゆる関係者が連携して災害に備えることが
重要であり､流域全体で行う｢流域治水｣に全力で取り
組んでまいります｡

村
山
市

流
域
治
水
の
取
組

～
安
心
し
て
住
め
る
、
災
害
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て
～

最上川流域治水協議会 地域を“みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～

流域治水の推進に向けて

令
和
２
年
７
月
豪
雨
か
ら
２
年

大旦川
村山市

尾花沢市

13

347

国①

国②

国③

国④

県①

マイ・タイムラインの
普及・促進

市⑤

全戸配布している防災マップ
（ハザードマップ）の周知

市⑥

要配慮者利用施設の
避難確保計画作成の推進

市⑦

・災害リスクを考慮した立地適正化計画の作成
及び居住誘導

・土地利用規制・誘導（災害危険区域等）
・R2.7出水の課題を受けたタイムラインの改善
・流域自治体との洪水対応演習
・水害リスク空白域の解消

ソフト対策

河北町

堤防整備

国①

分水路整備

国②

遊水地改良

国③

堤防強化

国④

大旦川 堤防整備､調節池等

県①

河川内の堆積土砂の撤去

市①

災害リスクを考慮した立地
適正化計画の作成及び居住
誘導

市②

新しく造成された住宅地
への防災行政無線スピーカー
の設置

市③

市民の生活様式にあった
多種多様な情報伝達手段の
検討

市④

凡 例
令和2年7月豪雨浸水範囲

国⑤

河道掘削

国⑤

簡易型河川監視カメラ

：国 ：県

河川監視カメラ(従来整備)

：国

国 県

危機管理型水位計

：国 ：県

水位計(従来整備)

：国

国 県

：県

＜避難指示＞
避難対象世帯 8,117世帯
避難対象人数 23,372人

床上浸水 31棟
一部破損 1棟

大規模半壊
半壊

2棟
11棟

床下浸水 25棟
出典：山形県防災くらし安心部
令和2年7月豪雨に係る被害状況について

（令和3年7月26日発表）



令
和
２
年
７
月
豪
雨
か
ら
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年

最上川流域治水協議会

大石田町長
村岡 藤弥

地域を“みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～

流域治水の推進に向けて

大
石
田
町

流
域
治
水
の
取
組

～
町
の
生
命
と
財
産
を
守
る
～

令和２年７月の降り続く豪雨により、これまで経験
の無い大規模な災害が発生しました。当町においても、
最上川大石田観測所観測史上最高水位１８ｍ５９ｃｍ
を記録し、住宅浸水９８軒、土砂崩れや農作物など多
くの被害が発生しました。町では、防災情報伝達の多
重化による機能強化やハザードマップの更新などを行
い、地区では、自主防災組織よる防災訓練による防災
意識の啓発などにより、町全体の防災強化を行ってま
いりました。

今後、気象変動による水災害リスクの増大に備える
必要があります。国・県・町等、また、町民の皆様に
ご協力いただきながら、あらゆる関係者が一体となり
流域全体で行う「流域治水」を進めて参ります。

大石田町

町内浸水被害

大石田町 市街地

＜避難指示＞
避難対象世帯 1,028世帯
避難対象人数 3,074人

床上浸水 19棟

大規模半壊
半壊

1棟
1棟

床下浸水 77棟
出典：山形県防災くらし安心部
令和2年7月豪雨に係る被害状況について

（令和3年7月26日発表）



尾花沢市

令
和
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年
７
月
豪
雨
か
ら
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年

最上川流域治水協議会

尾花沢市長
菅根 光雄

地域を“みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～

流域治水の推進に向けて

尾
花
沢
市

流
域
治
水
の
取
組

～
こ
の
ま
ち
で
と
も
に
生
き
る

し
あ
わ
せ
な
時
を
刻
む
ま
ち
尾
花
沢
～

令和２年７月の豪雨において、本市でも豊田水源場
の冠水被害により市内の広範囲で断水となり、農地や揚
水機場の水没、住宅の浸水被害など、甚大な被害が発生
しました。

この豪雨災害を教訓にして、防災行政無線の機能強化
や戸別受信機の貸与など災害時の情報伝達手段の充実や、
また地域の自主防災会に対し、ハザードマップを活用し
た防災出前講座の開催、防災資機材の購入や防災訓練等
の実施を支援するなど、地域住民の防災意識の高揚を図
り、防災体制を強化してまいりました。

今後とも、国・県・市等の関係機関が互いに連携し、
一丸となって流域全体で行う「流域治水」を進めること
で、水災害に備えてまいります。名木沢地区の浸水

尾花沢市毒沢 猿羽根大橋付近

＜避難勧告＞
避難対象世帯 28世帯
避難対象人数 676人
床上浸水
床下浸水

2棟
2棟

出典：山形県防災くらし安心部
令和2年7月豪雨に係る被害状況について

（令和3年7月26日発表）



舟形町

令
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７
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雨
か
ら
２
年

最上川流域治水協議会

舟形町長
森 富広

地域を“みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～

流域治水の推進に向けて

舟
形
町

流
域
治
水
の
取
組

～
住
ん
で
い
る
人
が
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

舟
形
町
～

令和２年７月の豪雨災害を教訓にして、最上川流域
の地区内に「想定浸水深標識」を設置し、町民の防災
意識の向上を図りました。また、町民や地域における
防災・減災対策を促進するため、災害に強いまちづく
りを目指し、舟形町防災ハザードマップを作成し、全
戸に配布しました。さらに、排水ポンプや投光器の整
備など防災装備を強化しました。

今後とも引き続き、国・県等、また、町民の皆様に
ご協力いただきながら、町民の皆様が安心して暮らせ
る安全なまちづくりを目指して、流域全体で行う「流
域治水」を推進していきます。

舟形町堀内地区 堀内橋

太折地区住宅浸水状況

＜避難指示＞
避難対象世帯 20世帯
避難対象人数 36人

床下浸水 2棟

全壊
大規模半壊

1棟
1棟

出典：山形県防災くらし安心部
令和2年7月豪雨に係る被害状況について

（令和3年7月26日発表）



新庄市
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最上川流域治水協議会

新庄市長
山尾 順紀

地域を“みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～

流域治水の推進に向けて

新
庄
市

流
域
治
水
の
取
組

～
住
み
よ
さ
を
か
た
ち
に

安
全
・
安
心
で
美
し
い
ま
ち
～

新庄市本合海地区

新庄市本合海地区の浸水被害

令和２年７月の豪雨では、最上川の氾濫により、本合
海、畑地区において浸水が発生し、家屋浸水や、水稲
冠水など甚大な被害を被ったところです。

この豪雨災害の対策として、畑地区の家屋移転に伴
う市道整備や、農地の圃場整備事業、本合海地区にお
ける内水排水ポンプ整備、水道施設の緊急連絡管整備
など多岐にわたる対策を講じているところです。
頻発・激甚化する水害・土砂災害等に対し、水防団や
自主防災組織の機能強化や、様々な通信手段による災
害情報伝達などの防災・減災対策を行い、集水域から
氾濫域にわたる流域の関係機関や地域住民が一体と
なって水災害対策を進めてまいります。

＜避難指示＞
避難対象世帯 158世帯
避難対象人数 442人

床下浸水 5棟

半壊
一部破損

4棟
6棟

出典：山形県防災くらし安心部
令和2年7月豪雨に係る被害状況について

（令和3年7月26日発表）



大蔵村

令
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７
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雨
か
ら
２
年

最上川流域治水協議会

大蔵村長
加藤 正美

地域を“みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～

流域治水の推進に向けて

大
蔵
村

流
域
治
水
の
取
組

～
お
か
え
り
、
な
り
わ
い
灯
す
き
よ
ら
な
る
里
～

清らかな水に恵まれ山里の美しい風景を保つ大蔵村。
令和2年7月の豪雨では、大規模な浸水により山里の美
しい風景が甚大な被害を受けました。
この災害を教訓として、村民の防災意識が高揚してお
り、村としても避難情報などを迅速に、そして正確に
伝達するため全世帯にタブレットを配布しております。
音声とともに文字での情報伝達できるシステムを構築
し、人的被害を発生させない防災力の強化に取り組ん
で参りました。
本村は度重なる浸水被害に悩まされ、治水の重要性を
認識しております。今後、気象変動による水災害のリ
スク増大への備えとして、国や県、そして村民など関
係者が一体となって流域治水を推進して参ります。

大蔵村白須賀地区

銅山川脇の村道被害

＜避難指示＞
避難対象世帯 452世帯
避難対象人数 1,414人
半壊
床下浸水

9棟
31棟

出典：山形県防災くらし安心部
令和2年7月豪雨に係る被害状況について

（令和3年7月26日発表）



戸沢村
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最上川流域治水協議会

戸沢村長
渡部 秀勝

地域を“みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～

流域治水の推進に向けて

戸
沢
村

流
域
治
水
の
取
組

～
最
上
川･

笑
顔･

い
き
い
き
夢
あ
ふ
れ
る
故
郷(

ふ
る
さ
と)

戸
沢
村
～

戸沢村皿島地区

平成３０年８月に月２回の豪雨災害。令和２年７月
の豪雨に於いては、これまで経験の無い降雨に伴う浸
水が発生し、甚大な被害が発生しました。これらのこ
とから、特に浸水被害が発生するリスクが高い蔵岡集
落に対し、国・県事業で地域を浸水より守るべく輪中
堤工事等が行われています。また、最上川に接する金
打坊集落は無堤防地区であり、洪水への備えが重要と
なっています。

戸沢村は過去の歴史からも洪水との闘いが常にあり、
それらを踏まえ防災無線のデジタル化や個別受信機の
全戸設置、ハザードマップの作成等、災害時の情報伝
達を充実するとともに、自主防災会が行う防災訓練へ
の支援を行ってまいりました。

今後、気象変動による水災害リスクの増大に備える
ために、河川管理者等による治水に加え、村民の皆様
にご協力いただきながら国・県・村・住民等あらゆる
関係者が一体となり流域全体で行う「流域治水」を進
めて参ります。

蔵岡地区 内水排除作業

＜避難指示＞
避難対象世帯 699世帯
避難対象人数 1,622人
床上浸水
床下浸水

1棟
6棟

出典：山形県防災くらし安心部
令和2年7月豪雨に係る被害状況について

（令和3年7月26日発表）



令
和
２
年
７
月
豪
雨
を
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ま
え
た

災
害
復
旧
事
業

村山市長島地区 堤防整備状況 河北町谷地地区 河道掘削状況 大蔵村白須賀地区 堤防整備 完了

最上川流域治水協議会 地域を“みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～

令和4年4月撮影

（
山
形
河
川
国
道
事
務
所
・
新
庄
河
川
事
務
所
）

令和3年11月撮影令和4年4月撮影

令和3年5月撮影



堤防整備工事

整備イメージ

最上川
既設堤防

堤防整備
▽Ｒ２．７洪水水位

最上川流域治水協議会 地域を“みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～

令和2年7月豪雨
村山市長島地区周辺の浸水被害

河川の越水による浸水被害を防ぐため 堤防整備(嵩上げ)  を実施
堤防整備(嵩上げ)工事

堤防整備(嵩上げ)完了後の状況

村
山
市
長
島
地
区

（山形河川国道事務所）

令和3年10月撮影

令和4年4月撮影



最上川流域治水協議会 地域を“みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～

令和2年7月豪雨
河北町溝延地区周辺の浸水被害

河道掘削工事

最
上
川

令和2年7月豪雨
河北町押切地区周辺の浸水被害

整備イメージ

最上川 河道掘削

▽Ｒ２．７洪水水位
▽対策後の水位水位低減

河川水位を低下させ、浸水被害を防ぐため「河道掘削」を実施
河道掘削前の状況

河道掘削後の状況

河道掘削の状況

掘削土の土質改良

（山形河川国道事務所）

河
北
町
谷
地
地
区

令和3年11月撮影

令和3年5月撮影

令和3年9月撮影

令和3年10月撮影



「堤防整備（嵩上げ）」を実施

最上川流域治水協議会

堤防整備（嵩上げ）工事

堤防整備（嵩上げ）完了後の状況

最上川
既設堤防

堤防整備
▽Ｒ２.７洪水水位

堤防整備イメージ

令和2年7月 浸水範囲
整備箇所

左岸堤防白須賀地区

嵩上げ

堤防整備工事 （新庄河川事務所）

大
蔵
村
白
須
賀
地
区

堤防整備

自治体との事業調整会議
（大蔵村）

堤防整備（堤防嵩上げ）施工中 堤防整備（堤防嵩上げ）施工完了
令和4年3月 完成

最上川流域治水協議会 地域を“みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～

令和4年4月撮影令和3年12月撮影



越水

白水川堤防整備工事（山形県）

整備イメージ

最上川流域治水協議会 地域を“みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～

令和2年7月豪雨の浸水被害

最上川のバックウォーターの影響による浸水被害を防ぐため 堤防整備(嵩上げ)  を実施

堤防整備(嵩上げ)工事 堤防整備(嵩上げ)完了後の状況

増水時
・本川の水位が上昇し、本川に
支川の水が流れにくくなり、支
川の水位が上昇

・水が滞留しさらに水位上昇

堤防決壊・越水

通常時
・支川からの水は本川に合流

越水

堤防決壊

バックウォーター現象

白
水
川

白
水
川

令和3年7月撮影 令和3年10月撮影



自分たちが住む地域の水害の可能性や、洪水へ
の事前の備えや避難の重要性についての防災授
業を展開中です｡
河北町溝延小学校では､洪水ハザードマップに
よる浸水深や洪水範囲の確認､道具を使用し､水
の重さや抵抗力を体験していただきました｡

当webサイトへのQRコードです。
緊急治水対策プロジェクトの内容
や令和2年7月豪雨の降雨情報や被
災状況が詳しくわかります

特設webサイト開設

河北町溝延小学校で行われた防災講座

小学生向け防災講座

河北町での痕跡看板設置の様子 中山町での痕跡看板設置の様子

まるごとまちごとハザードマップ痕跡表示

講習会の様子

マイタイムライン作成
ガイドや登録した地点
の浸水シミュレーショ
ンを見ることが出来る
サイトです。

マイタイムライン講習会

時間200mmの降雨を体験

かわとぴあ

防災講座の申し込みはこちらのQRコードから

マイタイムライン作成例

大江町に設置された痕跡看板

氾濫箇所を歩く際に､足にかかる負荷
を疑似体験

洪水被害を風化させない取組

緊急治水対策プロジェクトの内容
や取組状況を紹介しています。
令和2年7月豪雨からの復旧状況も
確認できます。

令和２年７月豪雨で被災した
大江町百目木地区・河北町押
切地区・田井地区等では当時
の浸水深を示した痕跡看板を
町内に設置する取組を行って
います。

河北町押切地区等で講習会を開催し､自ら命を
守るための避難行動計画を作成する重要性につ
いて確認していただきました｡

日本一の芋煮会などのイベント開催とあわせて、河川
事業､ダム事業の役割や水防災の啓発活動（降雨体験
など）を目的に実施しています。

最上川流域治水協議会 地域を“みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～



みんなではじめる 「流域治水」 ～一人一人ができること～

最上川流域治水協議会 地域を“みず”から守る
～みんなではじめる「流域治水」～


